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③ヒートアイランド 

横浜市内では緑被率の減少や都市化に伴う地表面の人工化などにより、都市部で平均気温が

上昇するヒートアイランド現象が起こっています。港南区周辺には大規模な緑地がいくつか存

在することもあり、市内の中でも７、８月の平均気温は比較的低くなっています。 

  

出典 横浜市環境科学研究所記者発表資料（2017(平成29)年） 

図 2017(平成29)年7～8月の平均気温の分布 
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④都市公園・緑地 

港南区には2016(平成28)年度末時点において公園は約79.7ha（180箇所）存在し、そのうち

1,000㎡以上の公園については75.6ha（93箇所）あります。 

これは横浜市全体の公園面積1,829.4ha(2671箇所、県立公園含む)の約4.4％であり、横浜市

の1人当りの公園面積4.87㎡/人と比べると3.69㎡/人と、1㎡以上低い状況です。 

なお、1箇所当たりの公園規模については約0.44haであり、市の0.68ha/箇所と比べると小規

模な公園が多くなっています。 

また、緑地については、特別緑地保全地区５箇所9.6ha及び市民の森１箇所6.1haが指定され、

都市内の貴重な緑地空間を形成しています。 

出典：横浜市 都市計画決定データ(2016(平成28)年) 

図 都市公園の分布 

 

区界 
 

 
鉄道及び駅 
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７）防災 

①老朽建物の分布 

横浜市の地震被害想定において、区内の最大震度と想定される元禄型関東地震では、区内ほ

ぼ全域が震度6弱～6強の揺れとなることが想定されています。 

建物の構造ごとに経年数を確認し、町丁目別に老朽建物の分布状況を確認したところ、区内

北部の早い段階で市街化されたエリア及び区西側の大規模開発地において老朽建物の割合が大

きくなっています。 

 

※老朽建物の分布状況については、町丁目ごとの建物の延床面積合計面積に対して、木造構造であ

れば建築年から25年、非木造構造であれば50年が経過した建物の延床面積の割合により算定しま

した。 

 

 

 

 

 

  

図 町別建物老朽化率の状況 

出典：横浜市 都市計画基礎調査(2013(平成 25)年) 

 
区界 

  
鉄道及び駅 
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②防災施設と広域避難場所 

横浜市では、災害時の指定避難所として、小中学校（地域防災拠点）を指定しており、港南

区では31箇所指定されています。 

広域避難場所は、大地震による火災延焼の際の避難場所として位置付けられており、港南区

では６箇所が指定されています。 

その他、防災施設として災害用ハマッコトイレや地下給水タンクなどが区内各所に配置され

ています。 

 

 

  

出典：横浜市 わいわい防災マップ(2016(平成 28)年)  

図 防災施設と広域避難場所の状況 

 
鉄道及び駅 

 

 
区界 

34



③狭あい道路 

主に南側地域については、昭和40年代の大規模開発により整備された道路が多いため、幅員

４ｍ未満の防災上危険のある狭あい道路の分布は比較的少ない状況です。 

一方、北側地域においては、一体的な都市基盤が整わないまま早期に市街化が進展しており、

幅員４ｍ未満の狭あい道路が多く存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：横浜市 都市計画基礎調査(2013(平成 25)年) 

横浜市 建築防災課(2016(平成 28)年)       

 

 
鉄道 

図 狭あい道路及び整備促進路線分布図 

 

 
区界 

  
鉄道及び駅 
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④水害 

港南区は大岡川水系(大岡川)と境川水系(平戸永谷川)に属します。 

大規模地震の際、区内では津波や高潮による被害はないと想定されています。 

河川はん濫に関しては大岡川分水路より上流部に浸水想定区域が見られますが、その他には

大きな浸水の発生は想定されていません。 

一方、近年頻発しているゲリラ豪雨や台風などの大雨による内水はん濫については標高の低

いエリアを中心として、区内の複数箇所で発生が想定されています。 

なお浸水の程度については、河川はん濫では1ｍ未満の想定であり、内水はん濫では一部0.5

ｍと想定されますが、ほとんどの箇所で道路冠水程度（2cm未満）の想定となっています。 

 

 

  

出典：横浜市 わいわい防災マップ(2016(平成 28)年)   

図 浸水想定区域  

 
区界 

 

大岡川分水路 

 
鉄道及び駅 
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⑤土砂災害 

港南区は丘陵地を大規模開発等により市街化しており、市街化の際に崖地などの急傾斜につ

いても併せて整備しましたが、土砂災害警戒区域及び急傾斜地崩壊危険区域ともに指定区域が

点在しています。 

 

 

出典：横浜市 建築防災課(2016(平成 28)年)       

 

図 土砂災害警戒区域及び急傾斜地崩壊危険区域の分布  

 

 
鉄道及び駅 

 
区界 
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８）その他区の特性・魅力 

①歴史・文化 

港南区内の文化財等については、国･県及び市指定登録文化財目録に 16 項目(内 1件：工芸

品 刀 無銘 伝兼光は所在地不明)が掲載されています。そのうち、個人所有のものや絵画、

仏像などが６つあり、それ以外は史跡や建築物などがあります。 

特に春日神社や永谷天満宮など、創建から数百年が経過している寺院があり、歴史を感じさ

せる史跡が多く残っています。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

永谷天満宮境内 

旧馬洗橋 

庚申塔道標 

横浜道の 

堅牢地神塔 板碑 

(嘉暦四年己巳八月日) 
日野のシイ 

道標 

(武相国境の道) 

木造観音 

菩薩立像 

平野玉城と 
永野地区学校教育の 

成り立ちを示す資料群 

日野中央公園 

の樹叢 

銅造阿弥陀 

如来立像 

春日神社本殿・幣殿・拝殿 
春日神社の社叢林 

絹本著色 

光明本尊図 

岡本橋 

記念碑 

 
登録文化財 

 

出典：横浜市 教育委員会指定・登録文化財目録(2017(平成 29)年) 

松ヶ崎 

横穴墓群 

図 港南区の登録文化財位置図 

 
区界 

  
鉄道及び駅 
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②区民意識 

《定住意向》 

2017(平成 29)年度に実施した区民意識調査結果では、定住意向が 81％（住み続けたい

67％、やや住み続けたい 14％）となっており、経年で比較しても高い定住意向を維持してい

ます。 

横浜市民意識調査（2017(平成 29)年度実施）結果における横浜市全体の定住意向は

66.6％（住み続ける 32.2％、たぶん住み続ける 34.4％）であったことから、横浜市全体の

中でも港南区民の定住意向は高いと考えられます。 

 

  ■あなたは、これからも港南区に住み続けたいと思いますか？ 

出典：港南区区民意識調査報告書(2017(平成 29)年) 

出典：横浜市民意識調査報告書(2017(平成 29)年) 

■あなたは、これからもずっと今のお住まいに住み続けるお気持ちですか 

図 港南区区民意識調査 定住意向 

図 横浜市民意識調査 定住意識 
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《区の将来像》 

区の将来像については、「治安が良いまち」が最も多く 63％、次いで、「医療や福祉の充

実したまち」が 40％、「災害対策が充実したまち」が 29％と続いています。 

望ましい区の将来像の上位 3項目は平成 25 年度から変化はありませんが、全般に回答率

が下がっている項目が多く、「わからない」や無回答が増えています。 

前回調査と比較すると、「交通機関が充実した移動しやすいまち」（23％）は前回調査よ

りも４ポイント、「商店などが充実し、日常の買い物が近所で事足りるまち」（22％）が１

ポイント高くなっており、利便性の高いまちが求められる傾向にあります。 

 

 

 

■港南区の将来（概ね 5～10 年後）に向けて、どのような方向に発展していくことが望ましい

と思いますか？ 

出典：港南区区民意識調査報告書(2017(平成 29)年) 

図 港南区区民意識調査 区の将来像 
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（４）まちの課題 

 

 

１）地域の特性をふまえた住宅地づくり 

○港南区は、昭和40年代以降に急速に進展した市街化により、住宅都市として発展を遂げ

てきました。開発後すでに40年以上が経過し、建物の老朽化や空き家問題、狭あい道路

が多いなど防災上の問題、良好な住環境の維持など、同じ住宅地であっても地域によっ

て抱えている問題に違いがあります。 

○今後は、こうした住宅地が抱える多様な問題を的確に把握し、それらの問題に対して区

民と事業者、行政が協力・連携して問題の解決に取り組み、これからも住み続けること

ができる持続可能なまちづくりを進めることが必要です。 

 

 

２）拠点機能の強化、拠点間の連携の強化 

○区内には、鉄道駅を中心とした５つの生活拠点が形成され、３つの鉄道路線ごとに生活

圏が異なっています。このため、生活拠点の充実や各路線の連携が重要となっています。 

○今後は、上大岡駅及び港南中央駅周辺は、区の中心部にふさわしい都市機能の集積を図

るとともに、５つの拠点を中心にした生活圏の中で、駅勢圏の大きい生活拠点を中心に

区民の日常生活に必要な商業・公共サービス機能などの充実や、各拠点と都市機能を補

い合いながら拠点間との連携・強化を図ることを進め、各生活圏を結ぶ交通ネットワー

クの充実が必要です。 

 

 

３）豊かな環境づくり 

○急速な市街化で大きな変化を遂げた港南区では、開発行為等により従来の自然的な資源

が大きく減少し身近な緑が少なくなっています。生物多様性保全や防災・減災など多様

な機能を持つ、残された貴重なみどりを維持・保全していかなければなりません。 

○また、新しく形成された市街地の環境をより豊かなものにするとともに、区民一人ひと

りが、日常生活の中から身の回りの環境づくりや資源の活用など、地球環境にやさしい

低炭素、さらには脱炭素化に向けたまちづくりを進めていくことが求められます。 

 

 

４）生活充実型まちづくりへのシフト 

○近年は市街化が沈静化し、今後は住環境や利便性の向上、人口減少や高齢社会への対応

といった課題や、市街化からおよそ40年が経過し、当時転入してきた区民の世代交代も

想定されます。 

○今後は、区全体のまちづくり活動を進めるための行政の支援や、行政との協働による区

民主体のまちづくり活動により地域コミュニティを活性化することで、様々な課題と、

多様化してきている区民の生活様式や価値観に対応していく必要があります。また、住

み慣れた地域での生活環境や身近な就労の場の確保も求められます。  
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